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1. はじめに 

人間関係論の学説で，父親の育児参加は，子や夫婦関係

に与えるポジティブな影響が多く認められる．本研究では，

育児参加・参画によるジェンダーバイアスを小さくする仮

説を検討し，育児の気づき，参加・参画しやすい支援アプ

リケーションの機能要件を導出してアプリを開発した．機

能化では，無形かつ消滅してしまう育児履歴・成果の可視

化と記録・共有機能を開発した．また，育児に参加・参画

する者が，母親を中心とした個別グループを形成支援する

機能として，父親，祖父，祖母など多層な分担記録・共有

が可能なアプリケーションにした．育児状況における各種

のケア（授乳・おむつ交換等）を記録共有することで共同

参画意識の変容を期待した．  

2．無形的に消滅する育児履歴評価への方策検討 

日本における育児・家事時間の調査では，男性の関与が

非常に短いことが報告されており，他の先進国との時間の

比較で 3 倍以上の差がある．家事（掃除・洗濯・夕食の準

備等）の履歴は有形であることから，男性にとっては女性

の家事成果に気づきやすい特性がある．一方で，育児（授

乳・おむつ交換・抱っこ・寝かしつけ等）の育児履歴は無

形であることから，男性にとっては女性の育児成果に気づ

きにくい特性がある．例として，授乳やおむつ交換の実行

後は，直ちに成果は無形（消滅）する．育児成果は，状況

を共有しない限り，成果として直ちに消滅する．よって家

事・育児は，有形・無形という分類が可能である．近年，

男女の役割において，家事・育児のジェンダーバイアスを

排し積極的な参画が叫ばれているが，育児・家事時間の調

査報告変える科学的方法論はない．そこで育児という無形

の成果に気づかせる方法論を検討した．無形の特性を有す

る育児状況をスマートフォンアプリに履歴を記録すること

を開発した． 

 

2.1育児履歴・成果を記録・可視化する仮説効果 
調査で，男性が家事・育児に参画する際の必要な要件を

質問すると「夫婦間でのコミュニケーション」や「男性自

身の家事・育児に参加する抵抗感をなくす」ことを必要と

する回答が多い．人間関係論の学説においても，父親の育

児参加は，子や夫婦関係に与えるポジティブな影響が多く

認められる．よって育児参加・参画にで，ジェンダーバイ

アスを小さくする仮説を検討し，育児に気づき，参加・参

画しやすい支援アプリケーションの機能要件を導出した．

男性が直ちに育児の役割意識を確立し，育児に従事するの

は困難であるため，アプリの機能要件としては，母親の役

割・育児履歴・成果を共有し，母親以外に気づきを与える

方策を検討した．機能化では，無形かつ消滅してしまう育

児履歴・成果の可視化と記録・共有機能を開発した．育児

状況における各ケア（授乳・おむつ交換等）を入力記録す

ることで，可視化と共有ができるようにした．育児に参

加・参画する者が母親を中心とした個別グループが形成で

きるようにしており，父親，祖父，祖母など多層な分担に

おいても記録が集約閲覧できるようにジェンダーおよび世

代バイアスを超えて育児に参加・参画するアプリケーショ

ンを開発した． 

3. 開発の概要 
開発では最新の開発アーキテクチャを用いた．クロスプ

ラットフォームに対応した Monaca IDE でユーザーのデバ

イス種別に依存しないスマートフォンアプリケーションを

開発した.デバイスの対応種別では, iOS や Android，クロ

ームなどの OS 種別の影響なく実行が可能である.フロント

エンドの実装は HTML５＋CSS３環境でレスポンシブル表示

が可能で，バックエンドのクラウドでは，記録データの管

理・ユーザーの ID 管理・共有が可能であり，mBaaS を用い

た． 

４. アプリケーションの機能・操作の概要 

各機能の設計要件では，保健指導や育児の経験的知見か

ら，スマートフォンアプリケーションユーザーにとって使

いやすいサービスの接点要件を導出して，UIのデザインに

加えてユーザビリティーを向上させた．可視化では，母性

学や小児生涯発達看護学の専門的な知識を用いながら，デ

ータや情報の連結化・表出化のフェーズ・シーケンスなど

の設計要件を機能化した． 

 

図１ ユーザビリティーを向上させた UI 

育児のワーキング履歴・成果の可視化では，図 1 が示す

ように授乳時刻やおむつ交換時刻の記録・共有が可能であ

る．アプリケーションの操作シーケンスは育児のケア・ワ

ーキングに対応しており，記録データは時系列順に可視化

され，共有閲覧することが可能である．データ・情報の機

能の連結化・表出化においては，赤ちゃんが泣いている場

合に，授乳の必要性なのか，おむつ交換の必要性なのかを
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類推可能であり，他の異変にも気づくことも可能である．

異変が疑われるような病院受診の際には，アプリケーショ

ンのローカルストレージとクラウドに記録されたデータに

よって，病院前（在宅）の育児状況を正確に伝える問診の

支援が可能である．記録データによる情報の可視化では，

母親だけでなく近親者にも共有することが可能であり，ジ

ェンダー差や世代を超えた育児の相談（図２のポスト表示

アイコン）が可能である． 

4.1 バックエンド機能（クラウド） 
mBaaS によって，図２に示すように iOS や Android の種

別に関係なく，ID 自動発行機能によるデータ記録管理が可

能である．  

 
 

 

図２ クラウドへの記録・管理画面 

検索機能では，記録された時間粒度ごとにマーク（ほ乳

瓶アイコンまたは，おむつアイコン）をタッチすることで，

データを振り返り整理（タイムシフト）確認することが可

能である．また，図３のように，ミルクの飲んだ量そして

乳児の睡眠時間（入眠・起床）を記録管理できるようにし

た．開発アプリは，Tsunagu NEXT Project の配信サイトで

ダウンロードが可能である． 

http://kodo-mediest.sakura.ne.jp/tsunagu-project/ 

 

図３ 詳細記録・睡眠時間管理インターフェイス 

5. 検証・評価 
表１に，2018 年 3 月現在までの検証結果を示した．発表

登壇時のスライドに検証方法・アンケート質問項目一覧し，

2018 年 9 月までの追加データをまとめて，結果データを考

察して述べる． 

表１ 検証結果 2018 年 1 月～3 月 

 
6. おわりに 
育児は誰がするのかについて，ジェンダー差からの役割

分担はなく，共同ですべきことである．ヒトは生まれて，

人になる（成長）には，多くの人々の協力支援が必要であ

る．看護学科における人間関係論の講義の序盤で，オオカ

ミに育てられた少女について取り上げる例のように，生ま

れただけでは人にはなれない．育児はデリケートな事（コ

ト）であり，家事の延長ではない．育児に関連する傷まし

い事件報道が絶えないが，周囲に誰か相談支援できる環境

はなかったのだろうかと涙する．育児は，みんなですると

いう気づきが，社会に浸透するような思いで研究開発を継

続する 
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